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目　標　達　成　計　画

目標達成に
要する期間

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容
現状における
問題点、課題

災害対策（火災想定の
避難訓練）について。
①今年度、火災を想定し
た避難訓練を2回実施し
てはいたが、どちらも日
中想定だった。（出火場
所は、階を変えて実施し
ている。）
日勤に入ることがある職
員の数が多いため、でき
るだけ多くの職員に訓練
を体験・体感してもらい
たい、という考えのもとで
はあったが、夜間想定で
の訓練を実施していな
かった。（外部評価でも、
「安心・安全な施設生活
を送っていただくために
も、夜間想定の訓練を実
施してもらいたい」との言
葉があった。）
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①年度内に2回実施する
火災想定の避難訓練は
日中想定と夜間想定ど
ちらも実施する。

1年

③地域と連携した避難
訓練を行なっていない。
（外部評価でも「年度に1
度は近隣の住民に声を
かけて、協力をもらえる
ようにした方がいいので
は」との言葉をいただい
た。）

②2階から入居者様が避
難する際、エレベータが
使えない想定での、歩行
が困難な方の避難方法
が確立できていない。
（厚手の毛布の乗ってい
ただいて引っ張るように
避難する、マットレスごと
階段を滑るようにおりて
みる など、数種類の方
法を試してみたが、現実
的とは言いがたい。）

③（火災を起こさないこと
が前提ではあるが、）近
隣住民との協力体制が
できている。

②（火災を起こさないこと
が前提ではあるが、）ど
んな状態の方でも安全
に避難することができ
る。

③施設に隣接している
大家さんに声がけするだ
けではなく、、近隣の住
民にも声がけを行ない、
訓練に協力してもらう。/
地域の防災組織との連
携を図り、訓練に参加し
てもらうよう調整を図る。

②2階から歩行困難な入
居者様が、安全に避難
できる方法を確立する。

1年

1年

①（火災を起こさないこと
が前提ではあるが、）入
居者様が日中夜間とも
に安全に、安心して過ご
すことができる。
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